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論  文  題  目  

 

脳波計を利用した障害者のための   

対話インターフェース  

背 景 、 目 的  

我 々 の 使 っ て い る コ ン ピ ュ ー タ は 画 像 処 理 、 音 声 処 理 、 ビ デ オ 編 集 、

メ ー ル の 送 受 信 、 Internet で 情 報 を 探 す な ど 広 い 範 囲 に 応 用 さ れ て い る 。

21 世 紀 に 入 る と 、コ ン ピ ュ ー タ は 生 活 に 不 可 欠 の 道 具 の 一 つ に な っ て い る 。

し か し 、 障 害 者 （ 例 え ば 手 足 が 動 か せ な い 、 声 が 出 せ な い な ど の 人 ） が コ

ン ピ ュ ー タ を 操 作 す る こ と は 困 難 で あ る 。 最 近 、 患 者 の 指 先 や 手 足 の 短 い

ス ト ロ ー ク を 用 い た イ ン タ ー フ ェ ー ス が 開 発 さ れ て い る が 、 こ れ ら の イ ン

タ ー フ ェ ー ス に 適 用 で き る 肢 体 不 自 由 者 は 限 ら れ る 。  

我 々 は 肢 体 不 自 由 者 の 最 後 の 残 存 す る 機 能 で あ る 生 体 信 号 を 利 用 し

て 、 使 用 者 の 意 図 を 推 定 し 、 そ の 結 果 に 基 つ い て マ ウ ス な ど の 機 器 を 操 作

で き る イ ン タ ー フ ェ ー ス を 研 究 す る 。  

 

Yes/No を 念 じ る 時 の 脳 波 の 計 測 し た 。 計 測 の 方 法 と 結 果 は 次 の 通 り で

あ る 。  

計 測 装 置 ： 日 本 光 電 の 脳 波 計 （ EEG-5532）  

計 測 対 象 ： 学 生 １ 人  

配 置 電 極 ： ７ ヶ 所 に 電 極 を 配 置 し た  

計 測 条 件 ： 被 験 者 は 3 秒 間 隔 で 、 2 分 間 の 間 に Yes/No を 思 い 出 す 。  

計 測 結 果： Yes/No の 脳 波 デ ー タ に よ り 作 っ た 相 関 関 数 を 見 る と 、 Yes/No の

脳 波 信 号 の 再 現 性 は よ く な い の で 、 Yes と No の 区 別 は 難 し い 。  

 

  本 研 究 で は 瞬 き の 生 体 信 号 に よ る 障 害 者 の た め の 対 話 イ ン タ ー フ ェ ー

ス を 開 発 し た 。 本 研 究 の 実 験 に よ り 、 人 が 瞬 く 時 に 発 生 す る 生 体 信 号 は 次

の 特 徴 が あ る 。 １ 回 の 瞬 き は 1/3 秒 し か か か ら な い 。 図 の よ う に 2 回 － ３

μ V を 通 す 。以 上 の 特 徴 よ り 、瞬 き は プ ロ グ ラ ム で 認 識 で き た 。そ し て 、こ

の 瞬 き の 生 体 信 号 を 利 用 し て 、 マ ウ ス を コ ン ト ロ ー ル す る イ ン タ ー フ ェ ー

ス を 開 発 し た 。  

 



 

 

 


